
奈良県立

民俗博物館だより
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民俗資料聞き書き短信⑱
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博物館を考える

1.データベースとは

各方面でデータベースの重要さが啼かれて

いるが、一朝ータに出来るはずのものでもな

い。しかし、このことについて検討してみる

とは組織や個人の役割を再点検しそれを評、^

価し直す良い契機となり、延いてはその活性

化につなか'るという視点は正論と言えよう。

いまさらデータベースでもあるまいとも思

う。もともと博物館はその館が扱うテーマに

関する文物を収集保管、調査研究しその成果

を展示や講座、印刷物在通じて普及を図ると

いう使命を持つ機関であってデータベースで

あることがその機能の中に大きな比重をもっ

て含まれているといえるからだ。しかし、 こ

れはひとり博物館に限らず、他のいかなる機

関においても存在する共通の機能でもある。

ではそれらと博物館のそれとはどこが異な

るのか。広い意味ではそれほどの違いはなさ

そうである。強いていえぱ博物館は文章化さ

れていない現物、または実物に重きを置くと

いう点であろうか。

それぞれの事業体で創業以来の文物を集め

て、 00博物館、 00記念館などが作られる

所以か'そこにある。市史、社史の編纂などは

収集した資料を文章化し、写真化したもので、

集められた資料の活用の一例であろう。捨て

られてしまえぱ単なるガラクタであるものが、

ひとつの目的のために集められなんらかの意

味を持つものとして価値を発揮する姿である。

データベース=情報基盤であって情報その

ものではない。情報とはある目的行為のなか

から引き出されてくるものであり、それは視

点の置き方によって図り知れないほどのバリ

エーションと意昧を持たせうるのである。こ

の点でデータベース=情報基盤の重要性がう

かびあがって来るのであるが、その構築には

膨大な人手影要し、一朝ータにできるもので

は女い。調査、収集、選択、分類、保管、出

納などの作業、コンピューターが普及したと

はいえ、データの入力をはじめとして多くは

価値判断のできる人問の関与なしにはできな

い作業であり、構築の具体的な作業には、効

率面における問題点も多い。現物を主に扱う

^ タベ ^ ス事始め

博物館などでは尚更である。

ハードゥエアーとしての当民俗博物館は、

奈良県庶民の暮らしの変遷に関する文物の蓄

積と活用のための文化施設である。また、こ

れを効果的に運転するにはソフトゥエアーが

必要で学芸員はじめ職員が個々のアプリケー

ションである。さらにアフ゜りケーションの機

能を十分に使いこなし働かせるための環境

(太陽、空気、水、士壌、養分など)を提供

するソフトゥエアーが必要なのである。ハ゜ソ

コンでいえば0.S (オペレーションシステム=

その自然的環境が〒剛乍に向くのか畑作か、ま

たは牧畜か、そしてそこに展開される社会的

環境によってもその中身は著しく異なる)で

ある。

2.くらしの現状

rコンピューター1支祢jとコミニュケーション

技術を融合すれぱ,社会を根底から変える情

報インフラストラクチャーを構築できる。そ

れは,農業時代の農産物や工業時代の動力燃

料のように,来たるべき時代の基盤となるも
['キ']

のである」という科学雑誌の見出しを見て、

何年か前(かれこれ10年ぐらいにはなろう

か)アルビントフラーの『第三の波』を思い

出した。十年一昔とは過去のこと、今は三年

・一昔の時代と言われているが、我々の日常生

活の場ではどのような『第三の波』の影響が

現われているのか、と考えてみた。衣食住の

面では外見上さほど大きな変化は無かったよ

うに思う。では、その波の正体といわれる情

報についてはどうか。ありとあらゆる情報が

浴れその取捨選択に苦慮しながらも文化的生

活の向上や物事の解決にそれが寄与し何らか

の具体的な成果が眼前にあるのだろうか。確

かに、ダイレクトメールの量は増えたしワ

プロ・パソコン・ファミコンなどの情報機器

は仕事や生活の場を問わず行き渡ったと言わ

れているのだが。

結局、便利だといわれるこれらの機器も文

章・データを入力しなけれぱなにも始まらな

いし、データ処理をするためのソフトウエア

ーの開発では、そのアイデアや気の遠くなる

ような細かな開発作業を人問に変わって機械

大宮守人
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か'してくれるわけではない。そして、・一気に

最高に便利なものが出来上がるわけではなく、

徐々に改良を加えられて半年ごとに新製品が

市場に送り出されてくる。時にデータやソフ

トの互換性の問題に泣かされたり、もう少し

買い足せぱイ可とかなるのだろうかという恕、い

に地団,駄を踏むということの連続のようで、

悪質な冗談に翻弄されている気さえするので

ある。発想力と機動性を要する部分は人問技

でなければならぬことを悟らなけれぱ'とんで

もない泥沼で右往左往することになるし、何

が目的でそのために基本的に大事なことは何

かを見失ってはならないということである。

結局最も大事なのは何に価値を見いだしどの

ような暮らしぶりを理想とするのかというラ

イフスタイル=文化の問題が根本にあること

に気付かなけれぱならないだろう。そうでな

ければたとえばンやノコンに見たような悲喜劇

の連続から抜け出せずその泥沼にとどまり続

けることになるのではなかろうか。それは自

動車でいえば、ハンドルやブレーキやクラッ

チの付く位置が異なる自動車に闇雲に次から

次へ乗れと言われるようなものではないかと

思、う。あらゆる仕事において重要なことは、

そんな皮相の名人芸ではなくどこに注意をは

らうべきか、労力をつぎ込むべきかを冷静に

見極めることであり、それができる環境づく

りである。

あたらしい便利な道具類のなかから使える

ものを選ぷ基準もやはりそうした点に帰する

であろう。道具とはいかにハイテク、最先端

のものであっても、手の、そして人問の五感

の延長であるべきだ。道具を使った結果また

はそのプロセスにおいても人間の本質的な感

覚、感触から大きく隔たるものは、いい道具

とはいえないのではないか。本当の道具とは、

知恵とはなにか、我々にとって好ましい生活

様式(ライフスタイル)とは。これが問われ

ているのが現代ではないのか。この答えは誰

かが正解を出せぱ全て片付くというようなも

のではなく多様な価値観の並存の中で自らか

掘り起こさねぱならぬのが真実ではなかろう

か。そのためには、入手可能な今日までの暮

らしに関するあらゆる資料データを収集し、

情報基盤(データベース)として蓄積してお

かねばならないと思うのである。

3.この博物館の役割

当民俗博物館はまさにそのために建てられ、

今日まで様々な民俗資料・生活資料を集めて

きたが、それらは急激な暮らしぶりの変化に

伴い不要になった生活用具であり、平たく 言

えぱ大型ゴミなのである。しかし、当館に持

ち込まれたからには単なる大型ゴミでは終わ

らないのである。我々の文化が排出した排池

物、自身の文化的健康度を測る大事な資料と

して活用されなければならない。

いま、この博物館には昭和46年以来収集し

た21,000点(登録分のみ)以上の有形民俗資

料、5,000点以上の写真資料とAV資料、フ,000

点以上の図書資料などの資料的蓄積がある。

さらに、民俗博物館を取り巻く大和民俗公園

に移築復原されている県内各地域を代表する

伝統的民家や園内に広がっでいる伝統的な里

山としての保存林、水田や溜池など生活の古

典を物語る文物と景観に満ち温れるこの公園

は、それ自体テーマパークであり野夕村専物館

といえよう。

このコーナーではこうしたトータルな視点

から持てるもの全てをデータベースと捉え、

全貌のほんの一角であるが僅かに明らかにし

得たその価値をランダムに取り上げて行く。

そして、我々庶民文化の正倉院となるような

本格的なデータベース構築へのステップにし

たいと考える。(次回)

R主]日経サイエンス9ν11「成長するオソトワーケは社会
になにをもたらすか」 M.L.デルトゥゾー
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民俗資料聞き書き短信一民具と伝承に関する報告⑱

'、、、

赤滝村は、吉野郡黒滝村の最東部に位置す

る。又、吉野川支流、丹生川最上流に位置す

る村落である。村内の中央に丹生川の支流、

赤滝川が東西に流れ、その川沿いに人家が並

ぶようにして建つ。人家のまとまりを垣内に

分けでおψ)、川下から

タンド(田戸)垣内(1班・ 2班)

アンジャ(安蛇)垣内(3 班・ 4 班)

久保垣内 (5 班・ 6 班・ 7 到■

キタノ(1腔予)垣内 ( 8 班)

日浦頃内 四班)

となっている。今、約60戸の人家がある。

かつてのくらしの基本は、主に、山の林業に

関する仕事であった。明治初期『大和国町村

i,むには次のごとく記されている。

田二町六反八畝二歩

畑六町九反五畝一歩

宅地一町四反三畝二十歩

滝村赤滝
まつりを中心に 21

の民俗
山の仕事、楫丸師の仕事

山林五百七十二町九畝二十七歩

戸数六十戸

口数二百九十四人

物産杉桧苗二十萬本

杉桧材木三千床

樽丸五百,駄

今日、水田は見当たらない。人家の周囲に

畑が見渡せる。その畑の周囲は、植林された

杉桧の山である。なお、赤滝村の東は川上村

高原で、その境に大峯山奥駈けの道がある。

1.まつりを中心に

この地における村人の主なまつりについて、

報告してゆく。参考のために、下に村の概念

図と、その中に信仰の対象となるものについ

て示した。

ア.黒滝村赤滝の山の神まつり

12月7日(6日の夜はヨミヤ)。班に分れて

順番に当番を受け持つ。当番の家にて餅を

浦西

吉野郡黒滝村赤滝概念地図「コハ、>甲、,、)弔忌、ヌ.-eず'『.五十丁茶屋

、~1×"、"、,に~',ー、.、、.0、.,'<_.、、、' f、
1 1、Ljl,・f'j'、jlf・?"'、11・・n'、ー'

、ニニ四△,、tl___气'<{y""、_'。。'ンゞンK仁~ト'/>1 '
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作り、供え物を用意して、夜に山の神に参る。

かつては、山林業をしていた親方(山守りの

親方など)の家に、山仕事をする労働者が集

まり御.馳走になった。

山林業事業主を山守りさんともいうyj゛木・

山目・上田・中井・喜多・福西家が事業主で

あった。山林所有者から山を預かり、山林経

営をする人である。山の神の日は休日であっ

て、村の山の神にお参りしてから、事業主の

家でよぱれる。

今日では、赤滝の山の神まつりは各班仕亘

内)が準備に当たり、 12月6日の夜に班長

宅に班の者が集合して、前日搗いた餅を山の

神さんまで車で運ぶ。山の神は村の奥、赤滝

川の上流にあり、祠の前に男根がまつられて

いる。これは本来巻くて、四国から来た人が

作ったという。山の神の祠の前で、かがり火

を焚き、 8時頃から人々は参りにくる。参る

人々に当番の人か'お神酒左配る。参る人は、

祠の前にて手を合わせて帰る。 7日午後、役

員が山の神さんの祠の前にておまつりをして

から、場所を移動し、赤滝の村内の中心にあ

る元小学校のグランドにて餅まき(ゴクマキ)

をする。たいへんなにぎわいである。

この黒滝村の山の神まつりは、ほとんどの

場合12月7日で、午後から村の山の神の祠

に役員か山仕事の人が集まり、餅を供え、お

神酒左もらい、その後、餅まき左する。脇川・

寺戸・中戸など、すべてよく似ている。村人

達は男、女、子供など多くの人々が出てきて餅

を拾い合う。

イ.河分神社

赤滝の人々は、黒滝村中戸にある河分神社

の氏子になる。この河分神社は、赤滝・中戸・

寺戸・脇川・堂原・1卸吉野の6ケ大字の神社

である。神社境内には杉の大木があり、赤滝

川と中戸の小南からくる川谷川との合流点に

ある。神社のまつりは、正月元旦・祈念祭3

月・夏まつり 6月5日(今は第・一日曜日)

秋まつりⅡ月3日・新嘗祭1]月23日に行わ

れる。瓣哉は、各大字で氏子総代2、 3 名か

代表となり、その中で代表役員が決まる。今

は代表役員は辻村さん・鎌田さんと決まって

チ火まつりは、サルトリマツリとい士ヒ
いる。 日、

つて、 12月]6日・17日頃であった。雪が降る

ことも多かった。サバまつりともいい、鯖を

売る店が出て、お参りした人が鯖を買って帰

つ、_0

今日は、Ⅱ月3日が秋まつりで、秋まつり

の前日、餅つきを行う。秋まつりの当日の次

第は次の通りである。

(1)まず、境内にてまつりに参加する人々

か'2列に並ぶ。一方は神主(1人)

楽人(5 人)・みこさん(5 人)、他

方は氏子代表が各大字から出て並ぶ。

(2)おはらいをして、拝殿に移動する。

(3)神饌を供える。

(4)神主(宮司)が神前にのぽり、祝詞を

となえる。

(5)みこが、うらやすの錘を舞う。みこさ

んは、小学5、 6年生の女の子で、春

日神社で講習を受けて、数年前から行

うようになった。

(6)代表者が玉串宝貫をする。

1・ 1ム

▲黒滝村赤滝の山の神のほこら。集落から500

メートルほど礫れた道の脇にある。
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(フ)御供(餅)まきをする。村の人は餅を

才合い合う。

当日、露店が加'て賑わう。

なお、夏まつりの 6月5日は、神社境内で

子供゛剛奘がある。

ウ.赤滝の寺の行事

赤滝の寺、善竜寺は、村の中心部に位置し、

人々の結び付きが強いと恕、力れる。浄士真宗

本願寺派に属す。黒滝村はすべて浄_1:真宗

で1ケ所が大谷派で、他は本願寺派である。

お寺の行事は、正月、夜にあり。3月彼岸

4月春の永代経・ 5月虫供養(昔は山を焼

いたヤケノでマグサ刈りをした。焼く時虫

を殺すので、虫の供養をする)・ 9月秋の

彼岸・10月末報恩講(説教師を雇って 3夜)。

寺の報恩講は、昔は名くの人が集まった。

「ええ話聞きに行こ力といい、たくさん寺

へ行った。説教師は、他の村の僧侶が来る。

各家の報恩講は冬にする。次のぺージの表に

示した黒滝村の寺院の本尊等により寺院創立

期が推定できる。これによって、真宗の形態

による報恩i苗・永代経が少なくとも江戸時代

初めから続けられていると推定される。正信

侶の唱和や御文章・説教のウエイトかきわめ

て高いのが特色として認められる。

エ.その他のまつり

(イ)フイゴまつりもあった。フイゴをこし

らえて、正月にお餅・ミカン・コブを

フイゴの上に載せておまつりをした。

フイゴは、石を割るノミ・山の道具の

修繕などに使用していた。また、川戸

のカマタさん・寺戸のヤスミチさん・

道下さんなどが専門の鍛治屋でいた。

主にヨキを打ってもらう。他、樽丸の

道具・トチカン・ワなどを打ってもら

つ」0

(ロ)ナ也蔵さんのまつり

ナ也蔵盆にする(8月24田。六のあいた

石を吊ると耳の通りがよくなるという

2.山の仕事・樽丸師の仕事

ア.山の仕事

山の仕事の1年:かつての村の人々の多くは

山の仕事をしており、]年のサイクルはその

山の仕事と深く関係していた。

山仕事は、苗植え・枝打ち・伐採などの仕

事があった。山の仕事をする人の 1年は、お

おまかにいって 4月から 9月まで問伐・皆伐・

下刈りや杉の皮むきの作業で、 9月からH月

までは切り倒した木のうち太い木は山で干し、

細い木はシュラ・トチカン・木馬で山から川

まで出し、]1月から 3、 4月まで筏で出した。

これか1年のサイクルである。

筏流し:筏に乗る人は、 10月に川作りといっ

て、川の石を避けて筏を流しやすくしておく。

又、筏には藤蔓が必要であるので、早いうち

に用意して水に浸けておく。筏流しはⅡ月頃

から 3月・ 4月の田の水を取る時までする。
上一

12床がーーつのまとまりで、できたら送る

(半分の 6 床で流すこともあった)。休みな

しで2日・3日流した。正月であっても仕事を

した。赤滝の人は寺戸まで筏左流す。赤滝か

らは12床を]日 2 回、寺戸のデアイのセギ

まで流す。寺戸の人は、次に中継ぎをして丹

生のマス忠、の近くまで(玉木さんの前にイデ

( 5 )

0

、ぜ

^

ι

,、

1 1T

1 ',

遍詩

、

^

J

』
■

^

、"、
物

」

▲黒滝村中戸の河分神社の秋祭り。うらやすの

舞いを舞う。赤滝の人も参加する。

1

、、

、ιP

,

、

磯、'_

1

ξミ§_

、 3

1

'.、

ノ^

'r'ー、..'

碕、

己マ葱
^
、^

色ノ、"

"

見

^

."

、

▲秋祭りの儀式が終わると餅まきが始まる。歓

声を上げ拾い合う。

ハ
、

¥
'

宝

、
V

舮

互
、

J愛
一

二
一

,
・
,
ー

上
.
一ー

ー

.
-
ー
ー

.

、
〕

一
一
.
ー
、

甲
.
 
1
 
-
、

F
一

,
一
、
.
.
゛

■
.

1

.
冒

ノ
゛ノ

ン

、
・
:
ι
.

一X

一
」

゛
一
'
一
:
・
戀
、

二
S
鷲
一

.

風
.

"

.

、

、
.

A

武

、
L
 
-

.
・
'
操 .

、
ノ

、
、

.
一
.
.
゛

寺

:
一

メ

J
 
'
■
、



あり)。次に、西吉野村十日市へ。そこから五

条市霊安寺まで流す。

山仕事の賃金:1日、 50~80銭で下刈り、

80銭~ 1円50銭で一人前。楫丸師・木馬引き

筏師はそれより日当(賃金)が良い。

植林の杉桧:赤滝には 1,200町の山があり 、

杉6割・桧4割の人工林である。 1反で100

本から80本植える。杉はサコアイの良い所に

植える。桧は屋根のある方に植える。黒滝村

では、特に、粟飯谷の桧が良い。赤滝は杉が

良い。ノコシギというのが、必ず山にある。

200年以上もの木である。山左全部筏っても

この木だけは残す。

間伐材:間伐材は、アシバ、 3寸角・ 4寸角

に出した。桧の間伐材はマルバシの削りも

のに出た。マルバシには、ミゾカンナ・ヤリ

カンナを使用して、 30~如年前まで作って

いた。

イ.吉野の樽丸師〔表紙写真参照〕

この地には、楫丸師(マルシ・クレシとも

いう)と呼ばれる桶の材料を作る人が多かっ

た。樽丸を作るには、サッキヤマ・ワりヤ・

サキ・カシキ(クレホシ)という人が役割を定め

て仕事をした。作業は(])サキャマ(2)

コギリ(3 )オーワり( 4 )コワり(5)ク

3

レヤ(6)サキ(フ)クレホシがあった。山

の中でりンバにてコギリをし、小屋をかけて

ワりヤとサキが(3)~(6)の作業をした。

樽丸の製品:楫丸の杉の場合、50年以上80年

から90年の杉が良かった。コウツキは赤の入

つているもので最上、メアイの良い、色合い

の良いものを最良とした。

樽丸の製品には、次のものがある。

シャクハチ(尺八)ーーー四斗樽

シャクイチ(尺一)ーーー・一斗樽

(尺五)ーーーニ斗楫シャクゴ

楫丸の製品は、樽丸を並べて12尺をイチダ

といい、それを 3段、竹の輪に入れる。これ

をヒトマルという。しかし、実際、ヒトマル

は33尺6寸であるので、 12尺3段の36尺の楫

丸は、ヒトマルにすると 2尺4寸残る。この

2尺4寸分は、マルシの棟梁の報酬である。

尺一のナ昜合、10尺4段でヒトマルという。マル

シの棟梁とは、山の世話人である。

樽丸師の組織:樽丸師の組織は、山の木を

買って、樽丸製造事業をする人を親方とする。

その親方に、楫丸師の棟梁がヒトマル何円の

作業賃を交渉する。そして、マルシ(作業を

する人)が、実際に仕事をする。親方が山の

木を買っておき、春4月、その杉山を切って、

三J、 Fy'

祐光寺(本)

名

手尓念寺(本)

光明寺(本)

唖行寺(本)

述光寺(本)

迦!峨寺(本)

十、1

笠
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木
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4 ケ月ぐらいお、く。樽丸の木を切る場合、難

しいので、慣れた人でないといけない。株と

木を雜れないように倒す。「マルヤの木切り」

というと木を倒す名人の代名詞でもある。

樽丸師の仕事:春、 4月に切り、 3、 4 ケ

月おくと、杉は赤身を帯びてきて土用頃に小

切りをする。この頃から、樽丸師さんは山へ

小屋をかけて作業をする。作業は、先にサキ

ヤマ師が問ギリノコ(尺 8 寸のノコギリ)

とハニシカク(コマビキ)を持って、 4月に

倒した木をケンギリしにゅく。ケンギリとは、0

1尺4寸に切ることである。倒した木で、 4

つか5つぐらいにケンギリをして、その近く

にりンバ(平らな所)を作りコギつた木左集

める。サキヤマ師さんは、 4日仕事をし、 5

日目の昼から休むのでシクハンという言葉が

ある。 5日目、昼にゼンザイ在食べ、道具を

直し、洗濯をする。

コギつたものを、山小屋(コバカケ)でワ

リヤさんとサキ(ケズリ)とかイ乍業をする。

ワりヤさんが技術的に上位で、サキをする人

はワりヤさんに学んでゆく。器用な人・不器

用な人があり、不器用な人はワりヤさんにな、

れないこともある。ワりヤさんは、常に4枚

割ってゆくようにする。]番外側をコワ(こ

れは割拘箸に使用)、次にコウツキで、 1番

良い樽丸。 4枚に割ってゆくというのは、 2

枚だと・一方に、マケができ削げる。ワりヤさ

んは、槌と割り包丁を使用する。サキは、マ

エアテを腹に付け、内セン・外センで削って

ゆく。削ったものを、カシキが井型に組んで

干してゆく。長くて20日程、陽に当てて干す。

カシキとは、食事の準備やホシャをしたりす

る補助員である。

朝、コトボシをつけて暗くから作業をし 、

昼を食べて半時問して、又、作業にかかり 、

夜は暗くなって終わるので、アサボショポシ

の仕事であった。

親方の買った山が広かったら、樽丸師のグ

ループか'3、 4組山に入り小屋甚Hナするので、

競争であった。 1年間の仕事は、Ⅱ月頃から

山に人り、旧正月に山から家に帰り、 6月頃

まで家におり、 7 目のはじめの夏祭り力深冬わ

つてから山に入り、ー・旦、盆Xン帰り、又、山

に入り、報恩講時分に帰る。

(あとが劃黒滝村赤滝への民俗調査は、平

成 2 午11月3日、 12月6日、 12月7日、平成

3年6月]5日、 7月4日に浦西勉、徳田陽子

が「吉野の山村と伝承文化」展の為に行なっ

たものである。この地域の民俗調査の報告は、

『黒滝村史』のみで、余り多くを見ないので

実施したものである。今回その一部を浦西が

まとめた。次の方々から貴重な話をうかがっ

た。御芳名を記して感謝の意を表わす。

植田宗太郎氏(明治"年生まれ)赤滝住

大西実義氏(大正2年生まれ)赤滝住

亀井正三氏(大正5年生まれ)中戸住

また、黒滝村教育委員会の日浦義文先生には

何かと便宜をはかっていただいた。末尾なが

ら併せて御礼申し上げます。

博物館大人学生小人

個人 200円 150円 70円

団体 150円 100円 50円

(20名以上)

※入園および民家見学は無料

毎週月曜日

(その日が休日のときは翌日)

年末年始 Q2月28日~ 1月4 田

休館日

お知らせ

●民俗博物館展示ご案内

1993年3月31日発行
607435③317](代)印刷中西文山堂

〔収蔵品展〕

まつるこころとかたち
一祈願・鎮魂・報塞一

〔期間〕平成5年1月5日から8月29日

〔常設展〕

大和の生業

①大和の農村のくらし

・稲作・大和のお茶

②大和の山村のくらし

・山の仕事

奈良, 、

編集発行

開館時間

博物館ご利用のてびき

館内午前9時~午後5時

(ただし入館は 4時30分まで)

民家午前9時~午後4時

、民俗博物館
奈良県立民俗博物館

観覧料

博物館および民家の見学所要時間は

約N寺問30分

だより V01. XVⅡ NO.3
〒639・Ⅱ奈良県大利郡山市矢田町545


